
学校と地域で未来を創るための協議会 

(1) 休日部活動の地域展開における 

進捗状況 

「部活動＝学校生活」だ

った自身の経験から、生

徒が何を楽しみに学校

にくるのだろう？(委員) 

部活に入っていない子供を

持つ親の視点から考えると、

放課後の過ごし方への不安

と遠方への送迎の負担が課

題となる。(委員) 

募集停止となる部を男女統合して継続出来ないか？(委員) 

顧問２名体制のガイドラインや大会日程の重複から考える

と、現状の教員数では困難である。しかも、生徒数が減れ

ば、教員数も減るため、先々を考えると…(学校) 



 

 

 

 

  

「学校に任せれば安心」

という従来の価値観を

捨て、余暇をどう過ごさ

せるかは「自己（家庭）

の責任」として親が子供

と対話すべき段階にあ

る。地域は地域で様々な

活動があり、人材不足で

もある。簡単には部活動

の受け皿を作れないの

が現状である。(委員) 

地域や自治会のサロンに中学生をうまく巻き込めないだろうか。(委員) 

部活動の地域展開は意欲

のある子供には選択肢が

広がる一方、受け身な子

供が心配。学校の部活動

にこだわらず、祭りのよ

うな地域行事を拡充し、

中学生の出番を創出して

いくことで社会との接点

を作って行けるのではな

いか？(委員) 

中・高校生がスタッフとして参加してく

れると本当に助かるし、人間力もついて

くると思う。(委員) 

(２) 学校の諸課題について 

業務量管理・健康確保措置実施計画 

予想以上の速さで変化する社会において、「従来の学校」のままでは対応できないことも増えまし

た。今後も皆様とともに地域に根差した「新しい学校」を創っていくことが必要となります。三ヶ日

町の明るい未来のために、ぜひ皆様方のお力添えをよろしくお願いいたします。 


